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1. 研究概要

2.道路交通異常事象の検出手法

地震や豪雨，豪雪等の自然災害を原因とした道路交通障害(道路損傷，冠水，スタック，立ち往生等)が多く発生して
いる。こうした道路交通障害は住民からの通報，管理者のパトロールや固定センサーでの監視による発見がメインと
なっているため，その発見が遅れることにより，国民の生活に大きな影響を及ぼすことがある．
道路交通異常を自動で早期に予測・発見することが出来れば，適切な災害対応，道路管理に役立てることが出来る．

立ち往生事象発生時(2/6 6:00)のメッシュ別
平均速度

構築した状態空間モデル

3.提案手法の適用 ―平成30年福井豪雪時-

システムモデル：求めたい状態量xtの時系列変化

x𝑡 = 𝑓𝑡 x𝑡−1 +𝑣𝑡 ，𝑣𝑡：システムノイズ

観測モデル：観測値ytと状態量xtの関係

y𝑡 = ℎ𝑡 x𝑡 +𝑤𝑡 ，𝑤𝑡：観測ノイズ

道路交通異常発生の定義と予測モデル 道路交通異常検出のフロー

・モデルによる予測結果と観測値・状態量の乖離が大き
い場合に異常が発生したと定義
・予測モデルには，柔軟なモデリングが可能で説明力が
高い(既存の知見を活かせる)状態空間モデルに着目．
・状態空間モデルは2つの方程式を用いて，先の状況を
逐次予測が可能なモデルである．

⓪ 分析エリア(1ｋｍメッシュ単位)の時系列分析を実施(データ特性を把握)
① データ特性と既存の知見を考慮し，予測モデル(状態空間モデル)を構築
② 学習データを用いて構築した予測モデルのパラメータを推定
③ パラメータ推定したシステムモデルのみで長期予測(状態量と信頼区間を算出)を実施
④ カルマンフィルタにより逐次状態推定を実施
⑤ ③と④の予測値の乖離により異常を検出(予測の信頼区間から外れた場合に異常を判定)

・福井豪雪時に発生した平成30年2月6日～9日間の国道8号における1500台
を超える立ち往生事象を対象に分析を実施した．
・立ち往生が発生した区間を含む1㎞四方メッシュのプローブデータの平均速
度の時間変動データを用いて，立ち往生発生区間の交通状況の分析を実施
・交通状況分析結果から，データ特性を考慮した状態空間モデルを構築した．

福井豪雪時の交通状況分析とモデル構築

システムモデルによる予測値

提案手法の実データへの適用

状態空間モデルによる状態量

予測値と状態量の拡大図

・提案手法を実データに適用することにより，豪雪災害時の立ち往生
事象の発生を事前に自動で発見できることを確認した．

・2つのマルコフ性を仮定
・時刻tまでの観測値が得
られた時に，事後分布を
最大化するような状態量
を予測する．


